
山田みやこの活動報告

令和元年11月3日(日)

第6回生活困窮者自立支援全国研究会一日目

場所 東北福祉大学国見キャンパスけやきホール

「困難の折り重なりに生きる人々に支援は届いている

か？！(人の尊厳に根ざす)生活困窮者自立支援の価値

(意義・意味)を問う」

4名の方からの提言

《自殺対策》

NPO法人自殺対策支援センター

ライフリンク代表 清水康之氏

自殺者の多くは、日常的な複数の問題の連鎖で追い

込まれ、自ら進んだものではなく生きる条件を剥奪さ

れ、命を守ることさえ生きるできないプロセスがある。

自殺の危機経路にはまり込んだ誰もが生きる道を選ぶ

ために、必要な支援が進められているが支援の乱立に

より縦割りになっている。関係分野の連携が必要だ。

3つの提案

①地域自殺対策計画との連携

②連携支援のための相談票(つなぐシート)を使った

連携

③自殺対策SNS相談により、相談にたどり着けな

かった若者や女性を支援につなげる

自殺対策と困窮者自立支援事業の連動を高めて、包括

的支援を一歩踏み出したい。

《共生のまち創り》

社会福祉法人 ゆうゆう理事長 大原裕介氏

北海道当別町にて、障がい者のある方や高齢者の支

援、子育て支援など地域づくりに取り組んでいる。空

き店舗を利用し、障がい児・者の一時預かりサービス

の取り組みから、様々な困難を抱えた人たちの「見え

る化」を行い、相談窓口を設置し住民ボランティアな

どの協力で、制度で使えないサービスを行っている。

また小中高生に支援の在り方などを考えてもらう「学

びの場づくり」も実施。子どもたちに共生のまち創り

が価値ある仕事だと知ってもらい、将来、福祉や介護

の人材不足解消につなげるために。



《女性による女性支援》

NPO法人BONDプロジェクト代表 橘ジュン氏

深夜、街を徘徊する10～20歳代の女の子に声をかけ、

本人が望めば話を聞き関係性をつくり支援につなげて

いる。家出した彼女たちは自分で解決しなければと思

い、犯罪に巻き込まれてしまう。主訴としてなかなか

上がってこない貧困である。弁護士、児童相談所、女

性相談センター、生活困窮者自立支援相談窓口などと

連携し支援にあたっている。彼女たちへの支援が既存

の制度ではマッチしない。家に帰れないけど学校にな

ら行ける。フルタイムで働けないけどアルバイトなら

できるなど、彼女たちを応援できる制度があればいい

と思っている。

《刑余者支援》

長崎地域生活定着支援センター所長 伊豆丸剛史氏

罪を犯した人たちや高齢者の立ち直りを支援してい

る。被告人の段階からも関わり、可法と福祉、行政と

社会の狭間に陥った社会的弱者を支えるため、相談支

援事業所をつくり、地方再犯防止推進モデル事業を進

め、全国で活用できる官民協働のスキームを作った。

就職前の医療・保健・福祉の学生同士が交流し、触法

者への理解を深め分野を超えて連携できるイノベー

ションを感じている。

4名の活動はそれぞれ入り口は違っていても最終的に

は1つの方向に合流すると感じた。「自立のための支

援」である。


